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．
肺
　
間

と

い

し

て

保

存

し

ま

し

ょ

う

っちのほうが

でっかいぞ“

五
月
晴
れ
の
空
の
下
、
町
立
第
一
保

育
園
の
園
児
た
ち
の
歓
声
が
い
ち
ご
畑

い
っ
ぱ
い
に
ひ
び
き
わ
た
り
ま
し
た
。

こ
の
い
ち
ご
刈
は
、
保
母
さ
ん
た
ち

が
園
児
に
土
に
な
じ
み
、
自
然
の
成
育

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
頃
末
の
和
田

健
男
さ
ん
の
土
地
を
お
借
り
し
て
い
る

も
の
で
、
十
月
の
い
も
掘
の
後
、
卒
園

児
と
共
に
丹
精
こ
め
て
作
ら
れ
た
も
の

で
す
。最
近
は
、
家
庭
で
い
ち
ご
を
作
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
、
め
ず
ら
し
い

で
し
ょ
う
。
ひ
と
つ
ち
ぎ
る
た
び
に
友

達
に
見
せ
合
っ
た
り
、
い
く
つ
も
ぶ
ら

下
が
っ
て
い
る
真
赤
な
い
ち
ご
に
目
を

白
黒
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

町の人　口

4月末現在　（）は昨年比

人　　口　　25，484　（＋570）

男　　　12，351（＋291）

女　　　13，133　（十279）

世帯数　　7，635　（＋274）

町の面積　　　10．82ｋｄ
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毎
年
、
雨
期
に
な
る
と
ど
こ
か
で
、

が
け
崩
れ
の
た
め
悲
惨
な
惨
事
が
お
こ

っ
た
こ
と
を
耳
に
し
ま
す
。

こ
れ
は
決
し
て
他
人
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
水
巻
町
内
に
も
昨
年
の
　
「
水
防

協
議
会
」
で
指
摘
さ
れ
た
危
険
箇
所
（

別
表
）
が
1
1
か
所
も
あ
り
ま
す
。

万
一
の
災
害
に
備
え
て
常
日
頃
か
ら

次
の
こ
と
な
ど
に
十
分
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

①
か
け
の
上
に
水
を
た
め
た
り
、
水
を

た
れ
下
し
た
り
し
な
い
こ
と

②
が
け
を
不
安
定
に
す
る
よ
う
な
構
造

物
を
作
ら
な
い
こ
と

③
が
け
下
を
切
っ
た
り
、
が
け
の
上
に

土
を
盛
る
な
ど
、
が
け
に
手
を
加
え

な
い
こ
と

④
が
け
の
そ
ば
に
家
を
新
築
し
た
り
増

築
す
る
場
合
は
注
意
す
る
こ
と

酵
仁
一

⑤
斜
面
の
耕
作
が
災
害
を
大
き
く
す
る

場
合
が
あ
る
の
で
十
分
考
え
て
す
る

こ
と

Ｊ杜＿埜些竺塑し

構造物の異常は修理
補強をする

“いつも

ありがとう“

赤い羽根
図案バッジ

▼
送
付
先
　
福
岡
県
共
同
募
金
会
　
福

岡
市
中
央
区
六
本
松
1
丁
目
2
番
2
2

号

（

℡

0

9

2

・

7

6

1

・

0

7

4

7
）

▼
募
集
期
限
　
6
月
1
0
日
ま
で

▼
入
選
最
優
秀
作

優
秀
作

佳
作

6　2　1
占　占　占

5　2　5

千万万
円　円円

　＼
地　 区　 名 箇　　　　　 所　　　　　 別

1 吉 田 ノ二 本 村 本村 一 組 山 裾

2 吉 田 ノ三 春返 折 尾 高 校 下 山 裾 、 河 寺神 社 南側 一 帯

3 貴受　 口　 区 鯉 口区 奥 、 み よ しの 団地 下 、鉄 道 ぞい 一 帯

4 頃　　　　 末 頃 末 小 プー ル の 東 側 、 大平 山 裾 一 帯

5 高　　　　　 尾 旧 中央 病 院 の 登 り口

6 高　　　　 尾 ア ス フ ァ ル トプ ラ ン トの裏 山

7 頃　　　　 末 項 末伊豆神 社 より、東側 明神 ケ辻山裾一 帯及 び西側 山裾

8 嘆末（れ社宅登 りロ） ベ ン トナ イ ト採取 場 付 近

9 妻斤　 生　 街 山 ノ神 、 新 生 街 裏 山一 帯

1 0 樋　　　　　 口 樋 口、赤 水 、卯 月地 区 山 裾 一 帯 、高松 長 谷 社 宅 嘉

1 1 描　　　　 熊 結 疇 バ ス 停 南側 一 帯

あなたにもできる防災措置

がナの周囲を日頃から見廻り次のことを早目に行ないましまう

・風で地盤をゆきぶる
ような大木を切る

不安定な土塊をとり
去る

4・ビニール等でがけを
雨水の浸透を防ぐ崩れそうな箇所に　覆し

木や板の柵、石積みをする

県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
あ
た
た

か
い
た
す
け
あ
い
の
心
の
輪
を
ひ
ろ
げ

る
た
め
〝
た
す
け
あ
い
の
ア
ク
セ
サ
リ

ー
〟
赤
い
羽
根
バ
ッ
ジ
の
図
案
を
募
集

し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ
　
赤
い
羽
根
を
主
体
と
し
、

年
号
”
7
8
を
入
れ
る

最　優　　秀　作

昭和49年度　　昭和50年度　　昭和引年度　　昭和52年度

㊥⑭◎
※今回の応募に当っては上記類似のものを避けること。

▼
応
募
資
格
　
制
限
な
し

▼
応
募
用
紙
　
ハ
ガ
キ
の
大
き
さ
の
用

紙
1
枚
に
つ
き
1
点
　
図
案
3
色
以

内
、
実
物
の
1
・
5
倍
大
（
直
径
3
望
別

後
）
　
裏
面
に
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
職
業
（
学
校
学
年
）
眼
譜
の

こ
と▼
∴
野
師

▼
発
表
　
6
月
下
旬

入
選
作
の
版
権
は
主
催
者
の
も
の
と

し
、
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

〝
明
る
い
選
挙
〟

ポ
ス
タ
ー

私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
で
た
の
し
い

も
の
と
す
る
に
は
、
政
治
を
よ
く
し
、

明
る
い
清
潔
な
選
挙
が
行
な
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
『
　
そ
こ
で
、
心
身
と
も

に
清
く
正
し
い
全
国
の
児
童
、
生
徒
の

皆
さ
ん
に
ボ
ス
タ
1
を
お
願
い
し
ま
す

▼
内
容
明
る
い
選
挙
を
お
し
す
す
め
る
こ
と

を
表
わ
し
た
も
の

▼
応
募
資
格

小
・
中
二
尚
等
学
生
（
1
人
1
点
）

▼
募
集
期
限
　
9
月
1
2
日
ま
で

▼
提
出
先
　
役
場
選
挙
管
理
委
員
会

▼
色
と
大
き
さ

色
彩
は
自
由
、
大
き
さ
は
4
5
ｃ
ｍ
Ｘ
3
0

ｃ
ｍ
か
ら
∬
ｃ
ｍ
ズ
4
0
ｃ
ｍ
以
内

▼
注
意

。
作
品
の
う
ら
右
下
に
県
名
、
学
校
名

学
年
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
「
性
別

を
記
入

。
作
品
は
返
し
ま
せ
ん

。
入
質
作
品
の
版
権
は
主
催
者
側
に
属

し
、
作
品
は
自
由
に
利
用
し
ま
す

▼
発
表
　
1
0
月
下
旬
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団
員
㊨
宥
恕
漑
浪
合

嘲ＲＨ
（

種

目

と

会

場

〔
（
　
）
内
は
雨
天
の
と
き
の
会
場
〕

06月25日

09　時開会

－あなた　も参加を一
申し込みは当日会場で

住民の体力向上を目指して、毎年行われている町民体育競技

大会を今年も6月25日（日）に開きます。町内の各会場に分

れて、バレーボール、卓球、軟式庭球、剣道、バドミントンの

5種目を行います。申込みは、バレーボールを除き、当日会場

でできます。多数参加ください。

◎
会
場
　
吉
田
小
運
動
場
・
体
育
館

▽
一
般
女
子
の
部
（
吉
田
小
体
育
館
）

▽
中
学
男
子
の
部
（
伊
左
座
小
体
育
館
）

▽
中
学
女
子
の
部
（
伊
左
座
小
体
育
館
）

▽
小
学
女
子
の
部
（
7
月
4
日
に
変
更
）

◎
チ
ー
ム
編
成

二
般
女
子
　
地
域
編
成
と
し
、
高

校
、
大
学
生
を
除
く

・
そ
の
他
　
地
区
公
民
館
単
位
と
し

三
百
世
帯
以
下
の
地
区
で
単
独
編
成

で
き
な
い
と
き
は
隣
接
地
区
と
合
同

出
場
で
き
る

◎
チ
ー
ム
人
員
　
監
督
1
、
選
手
1
2
名

以
内

◎
試
合
方
法
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

◎
参
加
申
込
み
　
6
月
2
0
日
ま
で
に
教

育
委
員
会
事
務
局
へ

◎
会
場
　
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
一
般
男
子
の
部
、
一
般
女
子
の
部
、

中
学
男
子
の
部
、
中
学
女
子
の
部
、

①
試
合
方
法
　
個
人
戦
で
ト
ー
ナ
ノ
ン

ト
◎
一
般
男
子
に
つ
い
て
は
参
加
数
に
よ

り
年
齢
別
で
行
う
こ
と
も
あ
る

で
堕

◎
絹
と
摘
摘
絹
針
針
（
雨

◎
試
合
方
法
　
個
人
戦
で
当
日
会
場
で

言
◎
会
場
　
水
巻
南
中
体
育
館

▽
一
般
の
部

◎
試
合
方
法
　
個
人
戦

●バドミントン●

貨
ダ
ブ
ル
ス
を
編
成
す
る

◎
会
場
　
水
巻
中
体
育
館

▽
一
般
男
子
の
部

▽
一
般
女
子
の
部

▽
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
中
学
生
以
下
）

◎
試
合
方
法
　
個
人
戦
で
当
日
会
場
で

参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
、
ま

た
入
賞
者
に
は
賞
状
、
賞
品
を
贈

り
ま
す
。

申
込
み
受
付
け
は
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
以
外
の
♯
技
は
当
日
会
場
で

行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
は
教
育
委
員
会
事
務
局

（

℡

6

9

1

・

0

4

0

3

）

　

へ

。

タ
バ
コ
は
町
内
で

貴

い

ま

し

ょ

う

家
内
労
働
者
（
内
職
者
も
）
の

み
虻
さ
ん
へ

製
造
・
加
工
業
者
や
販
売
業
者
な
ど

か
ら
委
託
を
う
け
て
、
自
宅
で
物
品
の

製
造
加
工
な
ど
に
従
事
し
て
い
る
家
内

労
働
者
の
方
々
の
工
賃
、
就
業
時
間
、

安
全
衛
生
な
ど
の
労
働
条
件
の
改
善
を

図
る
た
め
家
内
労
働
法
が
制
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

家
内
労
働
法
の
あ
ら
ま
し

。
家
内
労
働
手
帳
の
交
付

工
賃
支
払
日
や
工
賃
額
な
ど
で
ト
ラ

ブ
ル
を
さ
け
る
た
め
、
委
託
者
か
ら

必
ず
家
内
労
働
手
帳
を
も
ら
っ
て
必

要
事
項
を
記
入
し
ま
し
ょ
う
・
…
‥
。

。
工
賃
の
支
払
い
は
全
額
1
か
月
以
内

に
現
金
で

。
長
時
間
働
く
の
は
さ
け
ま
し
ょ
う

。
仕
事
に
よ
る
災
害
を
防
止
し
ま
し
ょ

、
つ
′

。
の
り
の
中
に
は
、
体
に
害
の
あ
る
有

機
溶
剤
を
含
ん
で
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
の
で
、
換
気
を
よ
く
し
て
中
毒

に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

家
内
労
働
に
つ
い
て
の
相
談
は
福
岡

労
働
基
準
局
（
℡
0
9
2
・
4
1
1
・

4

8

6

1

）

　

へ

円
高
騰
に
よ
り

中
小
業
者
に
特
別
措
置

国
で
は
、
昭
和
5
2
年
6
月
以
降
に
お

け
る
円
相
場
の
高
騰
に
よ
り
、
輸
出
が

減
少
す
る
等
の
影
響
を
受
け
て
い
る
中

小
企
業
者
に
対
し
、
左
記
の
よ
う
な
特

別
な
措
置
を
講
じ
、
経
営
の
安
定
を
図

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
2
月
1
4
日
に
円
相
場
関

連
中
小
企
業
対
策
臨
時
措
置
法
と
し
て

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
措
置
　
（
　
）
は
取
扱
期
限

①
低
利
資
金
の
貸
付
け
（
5
3
年
6
月
3
0

日
）

②
中
小
企
業
設
備
近
代
資
金
の
償
還
期

間
の
延
長
（
5
4
年
1
2
月
3
1
日
）

③
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
特
例
（
5
4

年
2
月
1
3
日
）

④
課
税
の
特
例
（
5
3
年
7
月
3
1
日
）

希
望
業
者
は
早
目
に
役
場
産
業
課
に

申
込
み
く
だ
さ
い
。
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幼
児
保
健
相
談

日
頃
、
検
診
の
機
会
が
少
な
い
幼
児

の
た
め
に
、
お
母
さ
ん
と
共
に
、
そ
の

発
育
状
況
を
確
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
供
の
発
育
の
遅
れ
の
発
見
は
、
三
歳

で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。

こ
の
機
会
を
是
非
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
該
当
児

生
後
1
歳
6
か
月
～
1
歳
8
か
月

▼
日
時
　
6
月
5
日
　
6
月
1
9
日

い
ず
れ
も
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

▼
会
場
　
町
民
会
館
日
本
間

▼
内
容
　
発
育
状
況
の
観
察
及
び
身
体

計
測
、
育
児
計
画
・
家
族
計
画
相
談

児

童

手

当

の

現

況

届

を

提

出

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
か
た
は
、

六
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
に
、
児
童

手
当
現
況
届
を
役
場
老
人
児
童
係
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年
の

所
得
状
況
、
養
育
状
況
な
ど
を
確
認
す

る
た
め
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

届
出
を
さ
れ
な
い
場
合
、
引
き
続
い

て
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
六
日
分
以

後
の
児
童
手
当
の
支
払
い
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
提
出
す
る
時
は
、
印
鑑
と
源

泉
徴
収
票
（
会
社
勤
務
の
人
）
を
も
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
。
届
出
用
紙
は
老
人

児
童
係
に
あ
り
ま
す
。

事
業
所
統
計
調
査

事
業
所
統
計
調
査
は
3
年
毎
に
お
こ

な
わ
れ
、
す
べ
て
の
事
業
所
を
対
象
と

し
て
事
業
の
種
類
、
従
業
者
数
な
ど
、

事
業
所
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
調
査

す
る
も
の
で
す
。
こ
の
調
査
は
6
月
1
5

日
を
期
し
て
全
国
い
っ
せ
い
に
実
施
さ

れ
ま
す
。
6
月
1
5
Ｈ
以
降
、
各
事
業
所

に
調
査
員
が
お
伺
い
い
た
し
ま
す
の
で

御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
に
あ
た
り
不
明
な
点
、
疑

＿＿…　ＨＨｌは㌫＝㍑㍊㍑＝＝＝㌫㍊㍑㌫＝＝＝㍍ｌＨ㌫㍑＝已＝㍑Ｈ㌫璃

間
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
役
場
企
画
係

ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

六
月
の
屈
配
ご
驚
談

▼
日
時
　
6
月
7
・
1
5
・
2
7
日

い
づ
れ
も
　
1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

▼
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

▼
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

国
土
調
査

5
3
年
度
は
立
屋
敷
・

伊
左
座
・
二
・
下
二
地
区

町
で
は
、
昭
和
五
十
年
度
か
ら
五
か

年
計
画
で
国
土
調
査
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
五
十
一
二
年
度
は
大
字
伊
左
座
・

立
屋
敷
・
二
・
下
二
地
区
の
調
査
に
入

り
ま
す
。

国
土
調
査
は
、
正
確
な
調
査
・
測
量

に
よ
っ
て
皆
さ
ん
の
土
地
が
、
新
し
く

登
記
さ
れ
る
大
事
な
調
査
で
す
。
調
査

に
入
る
前
に
、
隣
地
の
か
た
と
境
界
を

は
っ
き
り
さ
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

調
査
前
に
説
明
会
（
6
月
頃
の
予
定
）

を
行
い
ま
す
。
（
各
自
に
通
知
）

粗
大
ゴ
ミ
は

事
前
に
連
絡
を

粗
大
ゴ
ミ
を
出
す
時
は
、
役
場
衛
生

係
に
連
絡
が
な
い
と
、
ど
こ
に
置
い
て

あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
必
ず
収
集
日

の
二
日
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
粗
大
ゴ
ミ
の
種
類

家
庭
電
気
製
品
、
家
具
、
建
具
、
布

団
、
ベ
ッ
ト
、
畳
、
ト
タ
ン
、
一
斗

缶
、
一
升
ビ
ン
、
自
転
車
、
廃
材

▼
収
集
日
（
毎
月
一
回
）

。
第
1
土
曜
日

国
道
3
号
線
よ
り
南
部
（
中
央
区
・

頃
末
丸
の
内
は
北
部
に
入
り
ま
す
）

。
第
2
水
曜
Ｈ

猪
熊
（
入
柳
地
区
を
除
く
）
猪
熊
町

住
。
第
3
土
曜
日

国
道
3
号
線
よ
り
北
部

六
月
の
休
日

水
道
管
修
理
当
番

土
曜
（
午
後
か
ら
）
・
日
曜
・
祭
日

の
水
道
管
の
修
理
は
当
番
業
者
へ

6
月
3
Ｒ
Ｈ

6

月

4

日

6

月

1

0

日

6

月

1

1

日

6

月

1

7

日

6

月

1

8

日

6

月

2

4

日

6

月

2

5

日

木
下
工
業
所
（
℡
6
0
1

・
2
0
8
3
）

入
江
設
備
（
℡
6
0
1
・

2
5
1
1
）

九
州
電
気
工
事
（
℡
6
0

1
・
1
5
1
1
）

木
下
工
業
所

飯
野
工
務
店
（
℡
6
1
1

・
1
0
0
4
）

九
州
電
気
工
事

河
野
工
務
店
（
℡
6
9
1

．

5

2

7

6

㌧

飯
野
工
務
店

6月のし尿汲取予定日

1日　頃末、猪熊

2日　頃末、唐の熊県住、猪熊

3日　鯉口、車返し、御輪地、猪熊

5日　垣添、緑風園、片山

6日　頃末18区、中央区、本村（1・2

組）、ヌメリ石、松園荘団地

7日　中央区、月夜待、商店街、川端通

宮尾、美吉野団地

8日　美吉野団地、伊左座、立屋敷、

県道筋、大橋通り、古賀、机

9日　御輪地、高松区、富田本村、二、

下二、二町住、下二町住

10日　新生街（山ノロ団地）、机社宅

車返東、頃末（15・25区）

12日　宮ノ下社宅、古賀区、頃末（6・

11・14区）

13日　吉田団地、古賀区、頃末（6・11

・14区）

14日　吉田団地、古賀区、樋口

15日　吉田団地、樋口

16日　吉田本村、伊左座、下二、二、

鯉口区、樋口

17日　鯉口区

19日　猪熊町住

20日　古賀県住、新生街

21日　みずほ団地、古賀、樋口

22日　みずほ団地、幼稚園通り、梅ノ木区

23日　幼稚園通り、梅ノ木区

24日　梅ノ木区

28日　猪熊

29日　猪熊

30日　猪熊

旅
券
手
数
料
の
改
定

5
月
1
日
か
ら
旅
券
の
手
数
料
が
次

の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

。
往
復
用
旅
券
の
発
給
　
　
　
4
千
円

。
数
次
往
復
用
旅
券
の
発
給
　
8
千
円

。
渡
航
先
の
追
加
　
　
　
1
千
3
百
円

。
記
載
事
項
の
訂
正
　
　
　
　
7
百
円

。
往
復
用
旅
券
の
再
発
給
　
　
3
千
円

。
数
次
往
復
用
旅
券
の
再
発
給
6
千
円

。
合
冊
又
は
査
証
欄
の
増
補
　
2
千
円

。
渡
航
先
の
発
給
　
　
　
　
　
2
千
円

旅
券
申
請
の
手
続
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
県
渉
外
課
旅
券
係
（
℡
0
9
2
・

7

4

1

・

3

1

2

6

）

に

問

合

せ

く

だ

さ
い
。日
曜
在
宅
医
は
毎
回
1
0
日

号
に
掲
載
し
て
い
ま
す

あなたの役場です。電話（6004321

□
発
行
人

水
巻
町
長
　
伊

藤

水

巻

町

企

画

財

政

課

電

話

6

0

よ
　
転
　
□
印

刷

遠
　
賀
　
印
　
刷
　
株
　
式
　
会
　
社


